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    『京都丹波の御田植祭』 
農耕民族の象徴、稲作に関わる神事は各地にさまざまな形で残っています。 

過去、町誌の作成に関わり、随所で関連する事象にであいました。 

地域に受け継がれている「野々神信仰（三宅町・安町）は町誌にも記載しました。昨年度は 

鍬山神社が丹波猿楽発祥の地であることを知り、能楽との関連を調べました。大和猿楽の世阿 

弥も矢田の地に「やだ」のルビを打ち古くから「やだ」の地名で認識されていたことを証明し 

ています。神楽の神から「へん」を取ると申、申楽になります。関係ないとは思いますが言葉 

遊びとしては面白いと思います。ついでに、申の突抜けている部分を取ると、田、田楽になり 

ます。 

 御田植祭には、先に述べた猿楽や田楽の影響は残っていると推測しています。 

綾部八幡宮の御田植祭には翁の面をつけた神が稲作「田植えの手順」一連を演じます。 

久美浜市野々の天満宮では『菖蒲田植』、五穀豊穣と五月・端午の節句、疫病退散などが習合 

した神事になっています。 

 福知山三和町の大原神社の御田植祭は、神饌田に早乙女姿で田植えをします。歴史は浅いが、 

かっては天領、天田郡の地名からも、かっては行われていたのかもしれません。初期には鬼も 

一緒に田植えをしていました。大原神社は節分の鬼を『福は内、鬼は内』で鬼を家に招き入れ 

ます。鬼は家庭内の疫病・邪気・悪霊を持って帰ってくれます。鬼を追っ払ってはいけないの 

です。鬼は邪悪のスイーパー、容姿で人を判断する悪い癖は慎みましょう。 

京都北部について紹介しましたが、京都市部では、松尾大社、伏見稲荷大社、下鴨神社、上 

加茂神社、岩屋神社、八幡市の石清水八幡宮が行われています。 

京都南部では精華町の稲植神社、木津市の相楽神社、湧出宮で行われています。１・２月 

の行事で、田植えの所作が演じられます。 

さて、京都丹波の現状はどうでしょうか。 

京都丹波に残る伝統行事『御田植祭』が６地域に見られます。五穀豊穣の願いと疫病退散の習 

合も見られ、歴史の重みが感じられます。 

 亀岡市 

  出雲神社の御田植祭 

  犬甘野、松尾神社の御田植祭 

 京丹波町 

  尾長野・八坂神社の御田植祭 

 南丹市 

  美山・八幡宮の御田植祭 

  園部・摩気神社の御田祭 

  日吉町・田原多事神社の御田植祭（ＶＴＲ解説で紹介します） 
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          『神農様』 
漢方医学が中国から伝来し、医薬と農耕の神様として崇められている、「炎帝」・神農神信仰 

も日本に持ち込まれました。医学の成熟していった鎌倉、室町時代には『神農神』信仰は広く 

定着していたようです。医業を営む先生方は診察室の床の間に神農神の軸を掛けたようです。 

 大阪市中央区道修町二丁目の少彦名神社、京都市二条衣の棚の薬祖神社に祭られています。 

 

 講座で取り上げたのは神農神の掛軸の発見 

からです。京都の薬種問屋が保管していまし 

た。小西九兵衛に縁続きの方です。 

「炎帝聖像」の銘と「壽伯院所蔵」の銘が 

この掛け軸に見られたからです。 

この壽伯院は近藤桂安という医師で丹波亀 

山の出身です。京都二条の薬種問屋との往 

来と交易が推測されます。 

また、画の署名は山口雪渓とあり狩野永納 

の弟子であることもわかりました。 

狩野永納は京都で活躍し、亀岡市曽我部町 

の穴太寺に「観音縁起絵巻」を寄進してい 

ます。 

永納は 1631-1697、雪渓は 1648-1732、 

近藤桂安は不明ですが、後光明天皇 

1633-1654 が幼少の折、その病を治癒 

し、壽伯院の称号と法印を授かってい 

ます。 

 時代的には一致しますので、検証に 

値する裏付け資料の存在を期待してい 

ます。 


